
● 介護大学校から ＜２面＞
＜４面＞● 介護ニュース・ダイジェスト

● 厚労省介護保険部会 ＜２面＞
＜３面＞● 「科学的介護情報システム（LIFE）のあり方」検討会

● ユニットケア研修推進事業合同会議 ＜４面＞

● 10 月臨時理事会 ＜２面＞
● 施設紹介（真心の里・山梨県） ＜３面＞
● ズバリ回答！人事・労務のお悩み ＜４面＞ ● 事務局から ＜４面＞

（
12
月
～
1
月
）

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
す
。

★
自
己
診
断
研
修
会

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
定
着
状
況
の
自
己
診
断

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
！

※
各
月
、
3
日
間
で
1
セ
ッ
ト
と
な
り

ま
す
。

・
第
6
回　
12
月
8
日
、
15
日
、
22
日

　
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料

★
安
全
対
策
体
制
加
算
対
応
研
修
会

※
会
員
価
格
で
受
講
可
！

（
受
講
後
、
修
了
証
書
発
行
）

・
第
7
回　
1
月
20
日

　
募
集
締
切
1
月
5
日

★
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

・
第
14
回　
12
月
16
日
～
17
日

　
募
集
締
切
11
月
17
日

・
第
15
回　
1
月
8
日
～
9
日

　
募
集
締
切
12
月
10
日

★
★
お
す
す
め
の
研
修
１
！
★
★

★
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

今
年
度
最
後
の
回
の
募
集
で
す
！

・
第
4
回　
１
月
22
日
～
23
日

　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
募
集
締
切
12
月
24
日

推
進
協
主
催
の
研
修
予
定

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
議
連
会
長

の
森
衆
院
議
員
は
「
物
価
高
騰
に
よ
る

経
営
へ
の
影
響
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

総
理
か
ら
閣
僚
に
対
し
て
経
済
対
策
の

指
示
が
な
さ
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
議

連
と
し
て
も
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
が

迅
速
か
つ
確
実
に
な
さ
れ
る
よ
う
政
府

に
求
め
て
い
く
」
と
意
気
込
み
を
示
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
推
進
協
の
赤
枝
会

長
は
日
ご
ろ
の
議
連
活
動
に
謝
意
を
表

明
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
普
及
促
進
に

よ
る
「
介
護
先
進
国
」
に
ふ
さ
わ
し
い

あ
り
方
の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
改
め

て
要
請
し
た
。
次
に
推
進
協
理
事
で
全

国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
政
治
連

盟
の
佐
々
木
亀
一
郎
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
新
政
権
誕
生
で
「
希
望
の
光
が
見

え
て
き
て
い
る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　
続
い
て
推
進
協
か
ら
要
望
内
容
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
要
望
は
①
民
間
賃
金

と
の
格
差
是
正
の
た
め
の
補
正
予
算
、

臨
時
改
定
、
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
な

ど
の
措
置
②
基
準
費
用
額
へ
の
ス
ラ
イ

ド
制
導
入
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居
住

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
赤
枝
眞
紀
子
会
長
）
は
11
月

５
日
、
国
会
内
で
開
か
れ
た
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
森
英
介

会
長
）
の
今
年
度
第
２
回
総
会
に
参
加
し
、
介
護
報
酬
の
賃
金
・
物
価
ス
ラ

イ
ド
導
入
な
ど
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。
高
市
早
苗
首
相
が
介

護
施
設
へ
の
支
援
に
積
極
姿
勢
を
打
ち
出
す
中
、
総
会
に
出
席
し
た
国
会
議

員
か
ら
は
補
正
予
算
に
盛
り
込
む
経
済
対
策
を
含
め
、
介
護
現
場
の
声
に

し
っ
か
り
応
え
た
い
と
の
決
意
が
相
次
い
で
表
さ
れ
た
。

処
遇
改
善
や
経
営
安
定
実
現
に
決
意
新
た

推
進
協
が
「
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

今
年
度
第
２
回
「
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
」
総
会

森英介会長

中村裕之事務局長

別表

1）�介護報酬は最低賃金と消費者物価指数にスライドし
て引上げ

2）�全産業平均と介護職員の賃金格差を25年度から10年
間で解消

3）上記によって25年度、26年度の単価を設定

4）�併せて、25年度は所要額を一括交付すること

費
の
負
担
限
度
額
見
直
し
③
人
手
を
減

ら
し
て
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
図
る
「
生
産

性
向
上
」
政
策
か
ら
の
転
換
④
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
増
加
（
従
来
型
か
ら
ユ

ニ
ッ
ト
型
へ
の
転
換
）
に
向
け
た
効
果

的
な
施
策
―
―
の
４
項
目
か
ら
な
る
。

特
に
①
で
は
、
25
年
度
か
ら
引
き
上
げ

が
必
要
と
し
、
改
定
率
６
・
70
％
（
ユ

ニ
ッ
ト
型
特
養
の
基
本
報
酬
・
要
介
護

５
）、
26
年
度
は
６
・
67
％
の
増
と
い

う
思
い
切
っ
た
試
算
が
示
さ
れ
た
。

（
試
算
の
詳
細
は
別
表
）

　
総
会
に
は
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
が

出
席
し
、
推
進
協
の
要
望
に
対
す
る
見

解
を
述
べ
た
。
老
健
局
高
齢
者
支
援
課

の
濵
本
健
司
課
長
は
「
24
年
度
の
介
護

報
酬
改
定
で
０
・
98
％
分
を
処
遇
改
善

に
充
て
た
。
一
定
の
効
果
は
出
て
い
る

が
、
世
の
中
全
体
が
賃
上
げ
に
動
い
て

い
る
中
で
賃
金
格
差
が
ワ
ニ
の
口
の
よ

う
に
開
い
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

つ
つ
、
今
年
６
月
の
骨
太
の
方
針
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
他
職
種
と
遜
色
の
な
い

処
遇
改
善
の
実
現
」
な
ど
に
向
け
て
25

年
末
ま
で
に
結
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
検

討
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
的

確
に
対
応
し
た
い
と
回
答
し
た
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
負
担
限
度
額
を
従
来

型
と
同
じ
に
す
べ
き
だ
と
い
う
要
望
に

対
し
て
は
「
応
能
負
担
だ
け
で
な
く
応

益
負
担
も
織
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
入

居
者
の
選
択
に
（
負
担
限
度
額
が
）
影

響
を
与
え
る
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
い
ろ

い
ろ
な
観
点
か
ら
公
平
性
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

ま
た
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
生
産
性
向
上
の

論
点
に
つ
い
て
濵
本
課
長
は
「
生
産
性

向
上
は
人
手
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
。
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を

活
用
し
て
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
直
接

的
な
ケ
ア
の
時
間
を
増
や
す
な
ど
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
」
と
強
調
し
た
。

「
補
正
予
算
で
結
果
を
出
す
」

　
総
会
に
は
厚
労
行
政
に
詳
し
い
議
連

メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
自
民
党

厚
労
部
会
長
に
就
任
し
た
鬼
木
誠
衆
院

議
員
は
「
部
会
と
し
て
処
遇
改
善
、
物

価
高
対
応
を
要
求
し
て
い
る
」
と
発
言

し
た
。
同
副
部
会
長
で
前
厚
労
政
務
官

の
安
藤
高
夫
衆
院
議
員
は
「
自
分
も
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
介
護
施
設
を
運
営
し

て
い
る
か
ら
よ
く
分
か
る
。
他
産
業
に

人
が
移
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
大
き

な
問
題
だ
。
補
正
予
算
も
相
当
高
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
な
い
と
厳
し
い
。
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
言
葉
に
力
を

込
め
た
。
財
務
政
務
官
に
就
任
し
た
高

橋
は
る
み
参
院
議
員
は
社
会
保
障
の
充

実
に
向
け
て
財
政

へ
の
目
配
り
が
求

め
ら
れ
る
状
況
は

あ
り
う
る
と
し
つ

つ
、「
総
理
の
指

示
を
受
け
た
経
済

対
策
の
中
身
を
詰

め
る
作
業
を
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
年
内
の

補
正
予
算
成
立
に

最
大
限
努
力
し
、

要
望
を
で
き
る
限

り
反
映
す
る
よ
う

頑
張
る
」
と
明
言

し
た
。
最
後
に
厚

労
副
大
臣
の
長
坂

康
正
衆
院
議
員

（
介
護
保
険
も
担

当
）
が
決
意
表
明

に
立
ち
、「
皆
さ

ん
が
『
信
じ
て
い

て
良
か
っ
た
』
と

い
う
結
果
を
補
正

予
算
で
出
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

政
府
と
し
て
し
っ

か
り
と
皆
さ
ん
の

心
を
形
に
表
す
よ

う
に
頑
張
っ
て
い

く
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

ユニット議連総会　森会長へ要望書を提出

個室ユニット型施設個室ユニット型施設
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「
人
口
減
少
地
域
」
の
人
員
配
置
基
準
を
柔
軟
化
へ

厚
労
省
介
護
保
険
部
会
　
27
年
度
改
定
の
議
論
加
速

推
進
協
「
20
周
年
記
念
誌
」
編
纂
へ

歴
史
を
振
り
返
る
「
座
談
会
」
企
画
を
提
案
、
了
承

10
月
臨
時
理
事
会
を
開
催

介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

介
護
大
学
校
か
ら

　
介
護
大
学
校
の
次
の
介
護
福
祉
士
実

務
者
研
修
は
こ
の
度
、『
一
般
教
育
訓

練
講
座
（
雇
用
保
険
法
第
60
条
の
２
第

１
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
給
付
金
の

一
般
教
育
訓
練
）
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
の
指
定
を
受
け
令
和
７
年
10
月
よ
り

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
講
座
）

①
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
無
資
格

者
コ
ー
ス
）

②
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
訪
問
介

護
員
２
級
課
程
修
了
者
コ
ー
ス
）

③
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
介
護
職

員
初
任
者
研
修
修
了
者
コ
ー
ス
）

④
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
喀
痰
吸

引
等
研
修
修
了
者
コ
ー
ス
）

　
こ
れ
ま
で
は
、
介
護
福
祉
士
資
格
取

得
を
支
援
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、

各
都
道
府
県
で
募
集
し
て
い
る
『
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
貸
付
事

業
』
を
紹
介
し
、
多
く
の
受
講
者
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
『
一
般

教
育
訓
練
給
付
制
度
』
も
利
用
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
講
者
に
と
っ
て

は
受
講
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
一
助
に

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
訓
練
給
付
制
度
と
は
、
一
定
の

受
講
要
件
を
満
た
す
方
が
、
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
教
育
訓
練
を
受

講
・
修
了
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
が
教
育
訓
練
給
付
金
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
給
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
ご
不
明

な
場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
照
会
す

る
こ
と
が
で
き
る
為
、
事
前
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
も
し
く
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。「
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
貸
付
」

な
ら
び
に「
一
般
教
育
訓
練
給
付
」を
ご

利
用
の
際
は
、
介
護
大
学
校
事
務
局
に

事
前（
受
講
申
込
時
）に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
国
家
資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
を

取
得
し
、
介
護
の
専
門
職
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
方
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
公
的
制
度

な
ど
を
活
用
し
て
、
介
護
福
祉
士
に
な

る
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
介
護
大
学
校
は
支
援
し
ま
す
。

　
２
０
２
７
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ

い
て
話
し
合
う
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議

会
介
護
保
険
部
会
は
、
今
年
末
の
制
度
見
直
し

に
関
す
る
意
見
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
議
論

を
加
速
し
て
い
る
。
特
に
２
０
４
０
年
に
か
け

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
減
少
し
て
い
く
「
中

山
間
・
人
口
減
少
地
域
」
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
維
持
・
確
保
の
た
め
の
「
柔
軟

化
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　
厚
労
省
の
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
等
の
あ
り
方
」
検
討
会
は
今
年
４

月
、中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表
し
、全
国
を
「
中

山
間
・
人
口
減
少
地
域
」「
大
都
市
部
」「
一
般

市
等
」
の
３
類
型
に
分
け
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
が
必
要
だ
と

の
考
え
方
を
示
し
た
。
介
護
保
険
部
会
も
こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

10
月
９
日
の
会
合
で
厚
労
省
は
、
第
10
期
（
27

年
度
～
）
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
を
自

治
体
が
策
定
す
る
上
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な

る
国
の
「
基
本
指
針
」
で
３
類
型
化
の
考
え
方

を
示
す
べ
き
だ
と
し
た
。
特
に
中
山
間
・
人
口

減
少
地
域
に
つ
い
て
は
対
象
地
域
を
特
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
、
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）

計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
市
町
村
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
都
道
府
県
が
決
定
す
る

よ
う
提
案
し
た
。

　
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
で
は
、
現
行
の
特

例
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
基
準
該
当
サ
ー
ビ
ス
、
離

島
等
サ
ー
ビ
ス
）
の
枠
組
み
の
拡
張
（
新
た
な

類
型
を
設
置
）
を
想
定
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

や
連
携
体
制
の
確
保
な
ど
を
前
提
と
し
つ
つ
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
管
理
職
や
専
門
職
の

常
勤
・
専
従
要
件
、
夜
勤
要
件
の
緩
和
が
図
ら

れ
る
。
ま
た
現
行
で
は
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

な
ど
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
れ
る
特
例
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
一
部
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
も
対

象
）
の
対
象
範
囲
に
地
域
密
着
型
や
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
加
え
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
24
時
間
対
応
が
必
要
な
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
は
職
員
の
負

担
増
に
つ
な
が
る
懸
念
も
残
さ
れ
て
い
る
。

「
給
付
と
負
担
」
も
改
め
て
議
論

　
さ
ら
に
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
の
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
で
は
移
動
時
間
の
長
さ
な
ど
が
安
定

経
営
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行

の
出
来
高
払
い
に
よ
る
報
酬
と
は
別
に
利
用
回

数
に
左
右
さ
れ
な
い
月
単
位
の
定
額
報
酬
（
包

括
的
評
価
）
を
選
択
可
能
と
す
る
仕
組
み
の
導

入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
間
の
不
公
平

感
の
抑
制
や
、
事
業
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
控
え
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
方
策
な

ど
丁
寧
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、
市
町
村
が
介

護
保
険
財
源
を
活
用
し
つ
つ
、
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
取
り
組
み
を
自
ら
の
事
業
と
し
て

柔
軟
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
検
討

対
象
だ
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
事
業
者
に
委
託
さ

れ
、
利
用
者
ご
と
の
個
別
払
い
で
は
な
く
、
事

業
費
（
委
託
費
）
に
よ
る
支
払
い
を
想
定
。
事

業
者
が
不
足
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
で
き
る
仕
組

み
の
導
入
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
部
会
で
は
そ
の
他
、
24
年
度
改
定

で
積
み
残
し
に
な
っ
た
利
用
者
２
割
負
担
の
対

象
者
拡
大
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有
料
化
、
軽

度
者
（
要
支
援
１
・
２
）
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
の
総
合
事
業
移
行
な
ど
も
論
点
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
今
年
度
の

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
「
２
０
２
５
年
末
ま
で
に
結
論
が
得
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
、
論
議
が
加
速
す
る
と
見
ら
れ
る
。

　
推
進
協
は
10
月
14
日
、
今
年
度
10
月
臨
時
理

事
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
き
、
理
事
26
人

の
う
ち
18
人
が
参
加
し
た
。臨
時
理
事
会
は「
推

進
協
20
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
編
む

予
定
の
記
念
誌
に
理
事
ら
の
「
座
談
会
」
を
盛

り
込
む
こ
と
と
し
、
そ
の
あ
り
方
を
確
認
す
る

目
的
で
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
赤
枝
眞
紀
子
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
20
年
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
振
り

返
り
、
そ
の
時
々
の
当
事
者
が
ど
う
考
え
、
ど

う
行
動
し
た
の
か
を
記
録
に
残
し
た
い
。
民
間

の
力
の
み
で
立
ち
上
げ
、
大
き
く
な
っ
た
全
国

団
体
の
史
実
と
歴
史
を
拓
い
た
思
い
は
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
と
も
に
30
年
後
、
50
年
後
に
も

つ
な
げ
て
い
く
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
理
事
の
協

力
を
求
め
た
。
ま
た
併
せ
て
赤
枝
会
長
は
11
月

５
日
の
全
国
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
の

総
会
に
提
出
す
る「
緊
急
要
望
書
」に
関
連
し
、

現
在
の
政
治
情
勢
に
か
ん
が
み
、
個
々
の
パ
イ

プ
を
生
か
し
た
与
野
党
へ
の
働
き
か
け
を
要
請

し
た
。

　

臨
時
理
事
会
で
は
ま
ず
報
告
事
項
と
し
て
、

①
今
年
度
の
厚
生
労
働
省
老
健
事
業
「
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
に
係
る
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
の
委
員
に
推
進
協

か
ら
懸
上
忠
寿
事
務
長
が
参
加
す
る
こ
と
②
今

年
８
～
９
月
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
促
進

に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
都
道
府
県
を
対
象
に

し
た
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
へ
の

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
関
連
項
目
の
記
載
内
容
等
調

査
」、
会
員
施
設
向
け
の
「
従
来
型
介
護
施
設

の
ユ
ニ
ッ
ト
型
転
換
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し

た
こ
と
―
―
の
２
点
が
説
明
さ
れ
た
。
②
に
つ

い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
目
標
を
計

画
に
記
載
し
て
い
る
自
治
体
は
半
数
以
下
に
と

ど
ま
る
。
こ
の
現
状
に
基
づ
き
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
普
及
促
進
に
向
け
た
国
へ
の
要
望
活
動
を

強
め
て
い
く
必
要
性
が
改
め
て
懸
上
事
務
長
か

ら
示
さ
れ
た
。

　
次
い
で
議
案
審
議
に
移
り
、
20
周
年
記
念
誌

に
掲
載
す
る
内
容
と
し
て
、
推
進
協
発
足
時
か

ら
入
会
し
、
活
動
を
支
え
て
き
た
理
事
ら
を
中

心
と
し
た
「
20
年
を
振
り
返
る
座
談
会
」
と
、

介
護
保
険
委
員
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
20
年
を

見
通
す
座
談
会
」
を
開
催
す
る
方
針
が
提
案
さ

れ
、了
承
さ
れ
た
。
記
念
誌
に
は
対
談
の
ほ
か
、

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
抜
粋
や
、
２
０
１
９
年
に
神
奈
川
県
で
開
か

れ
た
全
国
研
修
大
会
で
赤
枝
雄
一
前
会
長
が

行
っ
た
基
調
講
演
資
料
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ

る
。
来
年
６
月
の
第
１
回
理
事
会
な
い
し
、
同

７
月
の
定
時
社
員
総
会
に
合
わ
せ
て
配
布
す
る

予
定
だ
。

理
事
懇
で
要
望
書
内
容
を
検
討

　
臨
時
理
事
会
に
引
き
続
い
て
理
事
懇
談
会
が

開
か
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
総
会
に
提
出
す
る
要

望
書
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
要

望
書
案
に
は
賃
金
・
物
価
の
上
昇
幅
と
24
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
と
の
差
を
埋
め
る
た
め
、
今

年
度
補
正
予
算
や
来
年
度
の
臨
時
改
定
に
よ

り
、
今
年
度
６
・
70
％
、
来
年
度
６
・
67
％
の

報
酬
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
試
算
を
盛

り
込
む
方
針
だ
。
介
護
保
険
委
員
長
の
藤
村
二

朗
理
事
は
「
か
な
り
高
い
数
値
だ
が
、
理
論
上

で
き
る
限
り
高
い
球
を
投
げ
て
い
く
こ
と
は
必

要
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

理
事
か
ら
は
「
大
変
良
い
要
望
だ
と
思
う
。

た
だ
政
治
的
に
難
し
い
点
も
あ
る
。
医
療
・
介

護
の
問
題
で
は
与
野
党
間
に
共
通
認
識
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
各
政
党
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
け
ば
い
い
」
と
評
価
す
る
声
が
上
が
る

一
方
で
、「
医
療
・
介
護
全
体
が
同
じ
よ
う
な

要
望
を
掲
げ
る
中
、
ど
う
実
を
取
っ
て
い
く
の

か
か
課
題
だ
」
と
実
現
へ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

を
指
摘
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
赤
枝
会
長
は

「
声
を
上
げ
、
私
た
ち
の
立
場
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
だ
」と
述
べ
、さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、

多
く
の
理
事
の
知
恵
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
た
。
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【
平
穏
な
日
常
へ
】

コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
、
徐
々
に
日
常
が

戻
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
は
ご
家
族
に
も

来
て
い
た
だ
い
て
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
地
域

の
お
祭
り
、
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し

て
、
お
酒
を
召
し
上
が
ら
れ
る
方
、
花

火
の
観
賞
と
以
前
、
施
設
ぐ
る
み
で
楽

し
ん
だ
日
常
生
活
が
待
ち
遠
し
い
様
子

が
伺
え
た
。

【
施
設
紹
介
】

真
心
の
里

は
、
山
梨
県
の

東
側
、
人
口
3

万
人
ほ
ど
の
都

留
市
の
中
心
地

に
あ
る
。
都
留

市
は
古
く
か
ら

城
下
町
と
し
て

栄
え
た
歴
史
が

あ
り
、
街
の
雰
囲
気
も
往
時
を
感
じ
さ

せ
る
。
都
留
市
役
所
と
小
学
校
が
施
設

に
隣
接
し
て
お
り
、
都
留
市
中
心
地
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
て
い
る
。

こ
の
通
り
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
の
一
体
感
も
感
じ
さ
せ
、
地
域
に
溶

け
込
ん
で
い
る
雰
囲
気
が
あ
る
。

施
設
は
29
床
の
地
域
密
着
型
の
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
合
築
さ
れ
て
い
る
。 

【
法
人
紹
介
】

真
心
の
里

を
経
営
す
る

の
は
同
じ
く

都
留
市
に
所

在
す
る
社
会

福
祉
法
人
芳

寿
会（
㓛
刀

融
理
事
長
）だ
。芳
寿
会
は
、
2
0
0
3

年
5
月
に
併
せ
て
設
立
さ
れ
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
回
生
荘
に
本
部
を
置
い

て
お
り
、
2
施
設
が
主
要
な
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
回
生
荘
も
都
留
市
内
に

あ
る
。

【
施
設
の
特
長
】

地
域
密
着
型
の
特
長
を
存
分
に
活
か

し
た
施
設
と
言
え
る
。
正
面
玄
関
に
面

し
た
通
り
で
は
地
域
の
お
祭
り
も
行
わ

れ
て
お
り
、
い
い
意
味
で
施
設
ぐ
る
み

で
参
加
し
て
い
る
。
地
域
に
開
か
れ
た

施
設
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
と
し
て
い
る
（
法
人
の
基
本
理

念
よ
り
）
に
沿
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

た
。

施設を案内いただいた
篠塚さん（左）と原田さん

地
方
都
市
の
中
心
街
で
地
域
と
共
に
活
き
る
施
設
を
め
ざ
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人
芳
寿
会

真
心
の
里

地

域に
根ざした

施

設を
取材

施
設
の
待
機
者
は
減
少
し
て
い
る
よ

う
だ
。
元
々
、
要
介
護
1
、
2
の
方
の

ニ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
最
近
は

待
機
者
に
声
掛
け
し
て
も
す
ぐ
に
は
入

所
に
結
び
つ
か
な
い
と
の
こ
と
（
篠
塚

茂
光
総
括
責
任
者
）。

【
認
知
症
者
へ
の
支
援
】

認
知
症
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
玄
関
や
廊
下
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
懐

か
し
い
も
の
が
置
か
れ
、
居
室
の
入
り

口
に
も
特
徴
的
な
飾
り
付
け
が
あ
る
。

介
護
福
祉
士
の
原
田
京
子
フ
ロ
ア
ー

リ
ー
ダ
ー
は
、「
認
知
症
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
人
も
い
る

が
、
隣
に
座
っ
て
手
を
さ
す
り
な
が
ら

声
を
か
け
た
り
し
て
い
る
し
、
屋
号
を

表
札
に
し
て
み
た
り
し
て
い
る
」
と
話

す
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
方
だ
け
で
な

く
、
御
面
会
に
来
ら
れ
た
ご
家
族
の
方

と
の
何
気
な
い
会
話
を
大
切
に
し
て
い

る
と
い
う
。
何
気
な
い
会
話
か
ら
関
係 昔を思い出す飾り

施設の玄関の様子

ユニット内廊下

性
が
構
築
さ
れ
、
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
が

だ
ん
だ
ん
と
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
。
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価というのは非常に難しいだろうと思っています。理
由は、要介護認定の調査票というのを使わせていただ
いて、それと医科のレセプトと介護のレセプトをくっ

つけてパネルデータというのを作って要介護度状態が
悪化する要因というのを調べたことがあります。そう
すると、一番効いている要因は何だかんだ年齢なので
すね。要介護度の悪化というのはやはりどう考えても
年齢の要因が非常に大きいですので、そうすると、ア
ウトカムを悪化防止みたいなものに置いていったとし
ても限界がある。そうすると、質の高い介護、尊厳に
配慮した介護は何かということに関するプロセスです
よね。そこを明らかにしていって、それをやっている
かどうかということを評価するという仕組みにしたほ
うが多分いいのだろうと思います」

この松田教授の発言の中で特に、一、介護のアウト
カム評価は難しいだろう。二、要介護状態の悪化に一
番効いているのはやはり年齢の要因だ。三、質の高い
介護、尊厳に配慮した介護は何かということに関する
プロセスを明らかにしていって、それを評価する仕組
みが良い。といった点が注目すべき点と言える。

LIFE関連加算は、厚労省が示したところによると、
現在、特養では7割以上、老健では８割以上の施設が
算定している。多くの施設が活用しているとはいえ、
介護関係者は松田教授が示した評価の方向性について
どう捉えるか。質の高い介護、尊厳に配慮した介護と
はユニットケア導入の原点とも一致するのではない
か。「ユニットケアは従来型のケアと中身が変わらな
いのでは」といった陰口も聞く。たとえ陰口でもそう
いった思いを抱かせてしまう問題をユニット型施設は
内包してしまっているのではないか。座視出来ない問
題である。ユニット型施設の質の向上が改めて求めら
れる。

質の高い介護、尊厳に配慮した介護のプロセスを明らかにしよう
　　　「科学的介護情報システム（LIFE）のあり方」検討会から

介護のアウトカム評価は難しい

＜参照＞
検討会の資料ページ　

 
国立研究開発法人 国立長寿医療研究セ
ン タ ー「 科 学 的 介 護 情 報 シ ス テ ム

（LIFE）のあり方」検討会

【推進協からご意見募集１】
科 学 的 介 護 情 報 シ ス テ ム

（LIFE）とユニットケアにつ
いて
どなたでも回答可能です。

（質問例）�介護職員として、自分が提供
するユニットケアに自信があ
りますかなど。

※�個人、施設の特定無し。
　スマホで簡単回答

①�LIFEの利用が一定程度進んだ中で、エビデンス
の基盤という観点から、LIFE関連加算の加算構
造についてどのように考えるか。
②�現場でのケアの質の改善という観点から、LIFE
のフィードバックの在り方をどう考えるか。
③�LIFE関連加算がケアの質の維持・改善という目
的に資するものとするとともに、現場の業務負担
を軽減するという観点で、項目を整理することに
ついてどのように考えるか。
④�訪問系サービス等におけるLIFEの在り方につい
てどのように考えるか。
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
９
月
26
日
〜

10
月
25
日

■
厚
労
省
　
利
用
者
負
担
や
ケ
ア
プ
ラ

ン
有
料
化
を
議
論
へ
（
９
月
29
日
）

27
年
度
の
次
期
報
酬
改
定
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
介
護
保
険
部
会
で
、

利
用
者
２
割
負
担
の
判
断
基
準
見
直
し

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有
料
化
、
軽
度

者（
要
介
護
１
・
２
）の
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
の
地
域
支
援
事
業
移
行
な
ど
、
24

年
度
改
定
で
積
み
残
し
に
な
っ
て
い
た

「
給
付
と
負
担
」
の
適
正
化
を
改
め
て

論
点
に
挙
げ
た
。

■
推
進
協
　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
係
る
研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業
に
参
加
（
９
月
30
日
）

令
和
6
年
度
介
護
報
酬
改
定
審
議
報

告
か
ら
の「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
の
向

上・普
及
促
進
の
観
点
か
ら
、ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

を
検
討
す
る
」べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
研
修
実
施
団
体
等
が
参
加
し
、

今
年
度
中
の
取
り
ま
と
め
を
目
指
す
。

■
厚
労
省
　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
「
登

録
制
」
を
検
討
へ
（
10
月
３
日
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
望
ま
し

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
「
と

り
ま
と
め
案
」
を
提
示
し
た
。
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
の
観
点
か
ら
「
登
録
制
」
な
ど

事
前
規
制
の
導
入
を
検
討
す
る
必
要
性

を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
囲
い
込
み
問
題
に
対
し
て

「
実
質
的
な
誘
導
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、

中
立
的
か
つ
正
確
な
説
明
が
確
実
に
実

施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

■
高
市
自
民
党
総
裁
　
補
正
予
算
で
介

護
施
設
支
援
を
検
討
（
10
月
４
日
）

自
民
党
総
裁
選
終
了
後
の
記
者
会
見

で
、
高
市
新
総
裁
は
病
院
や
介
護
施
設

が
「
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
」
と

の
認
識
を
示
し
、「
補
正
予
算
を
使
っ

て
支
援
で
き
る
形
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
た
。

■
推
進
協
　
厚
労
省
へ
第
９
期
介
護
保

険
事
業
支
援
計
画
の
実
態
調
査
結
果
説

明
（
10
月
８
日
）

推
進
協
が
８
月
、
都
道
府
県
に
対
し

行
っ
た
調
査
で
、
取
り
ま
と
め
た
結
果

を
厚
労
省
へ
報
告
し
た
も
の
。
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
の
目
標
値
を
記
載
し
て
い
る

都
道
府
県
が
半
数
以
下
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
等
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
こ
の
結

果
は
都
道
府
県
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
へ
も
陳
情
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

■
厚
労
省
　
次
期
制
度
改
正
で
「
人
口

減
少
地
域
」
の
特
定
へ
（
10
月
９
日
）

27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
関

す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
介
護
保
険
部

会
で
、「
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
」

な
ど
地
域
類
型
の
考
え
方
を
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
向
け
た
基
本
指
針

で
示
す
必
要
性
を
示
し
た
。
特
に
中
山

間
・
人
口
減
少
地
域
に
つ
い
て
は
対
象

地
域
を
特
定
す
べ
き
だ
と
し
た
。
特
別

地
域
加
算
の
対
象
地
域
を
基
本
と
し
て

国
が
範
囲
拡
大
の
基
準
を
示
し
、
都
道

府
県
が
市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
て
決

定
す
る
考
え
方
を
提
案
し
た
。

■
厚
労
省
　
人
口
減
少
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
柔
軟
化
へ
具
体
案
提
示（
10
月
９
日
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
維
持
困
難
が

予
想
さ
れ
る
「
中
山
間
・
人
口
減
少
地

域
」
に
お
け
る
新
た
な
柔
軟
化
に
向
け

た
具
体
的
な
考
え
方
を
介
護
保
険
部
会

で
提
案
し
た
。
特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

枠
組
み
の
拡
張
に
よ
り
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
へ
の
包
括
的
評
価
導
入
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
象
拡
大
な
ど
が
示
さ

れ
た
。
ま
た
市
町
村
が
介
護
保
険
財
源

を
用
い
て
給
付
に
代
わ
る
新
た
な
事
業

（
新
類
型
）
を
行
え
る
仕
組
み
も
盛
り

込
ん
だ
。
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
組
み
合
わ
せ
て
提

供
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。

■
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
認
証
制
度
の
申
請

受
け
付
け
を
開
始
（
10
月
９
日
）

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
で
作
る
介
護
関
連
サ
ー
ビ
ス
事

業
協
会
は
「
１
０
０
年
人
生
サ
ポ
ー
ト

認
証
」
の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
た
。

対
象
サ
ー
ビ
ス
は
同
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
て
い
る「
生
活
支
援
」

と
「
配
食
」
の
２
分
野
。

■
認
知
症
の
生
活
は
「
地
域
」
と
「
施

設
」
で
希
望
が
半
々
（
10
月
10
日
）

政
府
が
公
表
し
た
「
認
知
症
に
関
す

る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
自
分
が
認

知
症
に
な
っ
た
場
合
に
望
む
暮
ら
し
方

と
し
て
、
周
囲
や
医
療
・
介
護
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
地
域
で
生
活

し
た
い
人
と
、
施
設
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
人
が
と
も
に
約
42
％
で
並
ん
だ
。

ま
た
共
生
社
会
を
目
指
す
「
認
知
症
基

本
法
」
の
成
立
（
23
年
６
月
）
を
知
ら

な
い
人
が
約
76
％
に
上
っ
た
。

■
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
充
足
率
が

約
３
分
の
２
へ
増
加
（
10
月
14
日
）

日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
は

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
今
年
４
月
入

学
生
の
定
員
充
足
率
が
66
・
９
％
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
昨
年
度
か
ら
約
８
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
。
入
学
者
数
７
３
５

６
人
の
う
ち
外
国
人
留
学
生
は
４
０
７

４
人
と
昨
年
度
か
ら
１
０
２
０
人
増

え
、
充
足
率
の
上
昇
に
貢
献
し
た
。

■
医
療
・
介
護
な
ど
関
係
団
体
が
補
正

予
算
対
応
な
ど
を
要
求
（
10
月
14
日
）

医
療
・
介
護
・
保
健
及
び
福
祉
行
政

の
拡
充
強
化
を
目
指
す
43
団
体
で
作
る

国
民
医
療
推
進
協
議
会
（
会
長
・
日
本

医
師
会
長
）
は
第
20
回
総
会
を
開
き
、

今
年
度
補
正
予
算
で
補
助
金
と
報
酬
の

両
面
に
お
け
る
早
急
な
対
応
と
、
26
年

度
予
算
編
成
で
の
賃
金
上
昇
と
物
価
高

騰
、
高
齢
化
な
ど
に
対
応
し
た
大
幅
な

プ
ラ
ス
を
実
現
す
る
よ
う
に
求
め
る
決

議
を
採
択
し
た
。

■
厚
労
省
　
実
務
者
研
修
の
時
間
数
一

部
免
除
な
ど
を
検
討
（
10
月
20
日
）

幅
広
い
福
祉
分
野
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
実
務
経
験
ル
ー

ト
か
ら
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
を
受
験

す
る
際
の
資
格
要
件
で
あ
る
実
務
者
研

修
（
４
５
０
時
間
）
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
士
や
保
育
士
な
ど
他
の
国
家
資
格

を
持
つ
人
に
対
し
て
時
間
数
の
一
部
免

除
を
行
う
考
え
方
を
福
祉
人
材
確
保
に

向
け
た
専
門
委
員
会
で
示
し
た
。

■
高
市
早
苗
新
内
閣
が
発
足
、
新
厚
労

相
に
上
野
衆
院
議
員
（
10
月
21
日
）

上
野
賢
一
郎
衆
院
議
員（
滋
賀
２
区
）

が
高
市
内
閣
の
厚
労
相
に
就
任
。
翌
日

の
会
見
で
介
護
施
設
が
物
価
高
騰
な
ど

の
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と
の

事
務
局
か
ら

　
「
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
」

　
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
一
枚
の
葉
が
落
ち

た
の
を
見
て「
秋
が
来
た
」と
察
す
る
よ

う
に
、
わ
ず
か
な
前
触
れ
か
ら
将
来
の

大
き
な
変
化
や
事
態
を
予
想
す
る
と
い

う
意
味
で
す
。

　
例
え
ば
、
お
客
様
の
反
応
が
少
し
変

わ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
が
少
し
元
気
が
な
か
っ
た

り
と
、
小
さ
な
変
化
を
察
知
す
る
こ
と

が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
だ
り
、

チ
ー
ム
の
士
気
を
保
つ
た
め
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な

変
化
に
注
意
を
払
う
こ
と
の
重
要
性
、

こ
れ
は
仕
事
に
お
い
て
も
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
日
々
の
小
さ
な
変
化
に

目
を
向
け
る
こ
と
で
、
次
に
取
る
べ
き

行
動
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

�

（
井
田
）

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
労
使
協
定
の
締
結
の
種
類
と
締
結
の

場
合
の
労
働
者
代
表
の
選
出
方
法
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
毎
年

36（
さ
ぶ
ろ
く
）協
定
の
締
結
に
際
し
、

毎
年
、
事
務
局
員
が
代
表
者
と
し
て
、

締
結
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
整
理
を
し

て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
次
第
で

す
。

【
回
答
】

　
労
使
協
定
と
は
、
労
働
基
準
法
な
ど

の
法
令
に
基
づ
き
、
事
業
場
に
お
け
る

労
働
条
件
の
一
部
を
労
使
間
の
合
意
に

よ
っ
て
定
め
る
も
の
で
す
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
①
時
間
外
・
休
日
労
働

に
関
す
る
協
定
（
い
わ
ゆ
る
「
36
協

定
」：
労
基
法
36
条
）、
②
年
次
有
給
休

暇
の
計
画
的
付
与
（
労
基
法
39
条
）、

③
賃
金
の
一
部
控
除
（
労
基
法
24
条
）、

④
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
（
労
基
法

32
条
の
2
等
）、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
労
使
協
定
を
締
結
す
る
際
の
労
働
者

側
当
事
者
に
は
、「
労
働
組
合
」
ま
た

は
「
労
働
者
の
過
半
数
代
表
者
」
が
該

当
し
ま
す
。
過
半
数
代
表
者
を
選
出
す

る
場
合
、
そ
の
手
続
に
は
厳
格
な
要
件

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
①
事
業
場
の
全

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

労
使
協
定
の
締
結

労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
で
あ

る
こ
と
、
②
使
用
者
の
意
向
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
民
主
的

な
方
法
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
の
三
条
件
が
必
要
で
す
。
具
体
的

に
は
、
投
票
、
挙
手
、
立
候
補
・
推
薦

な
ど
、
全
労
働
者
に
選
任
の
機
会
が
与

え
ら
れ
る
手
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
管
理
監
督
者
は
使
用
者
と
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て
労
働
者
代

表
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
選
出
手
続
の
記
録
を
残
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
後
日
協
定
の

有
効
性
が
争
わ
れ
た
際
に
、
民
主
的
選

出
の
事
実
を
立
証
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
実
務
上
の
留
意
点
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
労
使
協
定
の
効
力
を

適
法
か
つ
安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に

は
、
協
定
内
容
の
適
正
化
と
と
も
に
、

労
働
者
代
表
の
選
出
手
続
の
透
明
性
と

公
正
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
ご
質
問
の「
毎
年
、

事
務
局
員
が
代
表
者
…
」に
つ
い
て
は
、

民
主
的
選
出
の
事
実
を
立
証
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

　
栗
田
淳
二

認
識
を
示
し
、
必
要
な
施
策
を
補
正
予

算
の
中
に
盛
り
込
め
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
述
べ
た
。

■
高
市
首
相
　
所
信
表
明
で
介
護
施
設

支
援
を
急
ぐ
と
明
言
（
10
月
24
日
）

国
会
で
行
っ
た
所
信
表
明
演
説
で
経

営
難
が
深
刻
化
す
る
介
護
施
設
へ
の
支

援
は
急
を
要
す
る
と
の
認
識
を
示
し
、

必
要
な
補
正
予
算
を
組
む
と
述
べ
た
。

ま
た
介
護
報
酬
に
賃
上
げ
・
物
価
高
を

適
切
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
報
酬

改
定
の
時
期
を
待
た
ず
、
経
営
の
改
善

や
従
業
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
補

助
金
を
措
置
し
、
効
果
を
前
倒
し
す
る

と
明
言
し
た
。

　今年度第１回ユニットケア研修推進事業合同会議
（杉原素子委員長）が10月２日、オンライン形式で開
かれた。今年度（前期）のユニットリーダー研修の実
地研修施設選定調査に基づく合否が審議され、新たに
申請のあった１施設の合格が承認された。
　合格したのは社会福祉法人日南福祉会特別養護老人
ホームあかねの郷（鳥取県日野郡）。鳥取県では初め
ての実地研修施設となる。

【新たに実地研修施設に選定された施設】
鳥取県　社会福祉法人日南福祉会
　　　　特別養護老人ホームあかねの郷
鳥取県日野郡日南町下石見2315番地

鳥取県の施設が合格！
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